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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

文部科学省データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェクトではデータ利活用
によるマテリアル研究の加速を通じてDX研究の好事例創出を目指している。京大
拠点においては大規模なペプチドデータベースの構築を行い、バイオ・高分子ビッ
グデータ駆動による完全循環型バイオアダプティブ材料の創出を目指している。ペ
プチドデータはRDEに蓄積し、利活用に備える。

実験
Experimental

京 大拠点で合 成された ペ プ チ ド 2 0種類
（C24, D8, E24, F12, G24, H24, I24, K24, L24, M24, N24, P24, Q24, R24, S24, T24, V24, Y12, Aib12, Sar24)
および名大拠点で合成されたペプチド３種類（MKL-(VGGVG)5-LWLGSG-
[(VPGVG)2VPGFG(VPGVG)2]5-KL-(VGGVG)5-LWLEHHHHHH, MKL-(VGGVG)5-
LWLGSG-[(VPGVG)2VPGFG(VPGVG)2]5-KL-(VGGVG)5-LWLEHHHHHH-
KAAKGRGDS, MKL-(VGGVG)5-LWLGSG-[(VPGVG)2VPGFG(VPGVG)2]5-KL-
(VGGVG)5-LWLEHHHHHH-KAAKGREDV）のIR測定を行い、RDE登録した。 

結果と考察
Results and Discussion

RDE登録を行った。エンバーゴ期間においてはチーム内におけるデータストレージ
としても活用できる利点が指摘されたが、チームメンバーの登録範囲について定義
があいまいなため、実際にはチームメンバーの登録は行っていない。また、一連の
データ群であることをRDE内で判別するための手法について議論されたが、タブ機
能の利用が検討された。
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